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【同窓会報告】 

52 回生 

橋  和明 

今年度で 52 回生はすべて 60 歳を越え還暦を迎えることとなります、 

数年前に「いっぺん集まって飲もうや」から始まって今年まで数回京都で集まって同窓会を開いておりました。今年も

去年に引き続いて京都駅近のホテルセントノーム京都で「生存確認会」を 9 月 10 日（土）におこないました、昨年は 2 

人の同級生（故岡田俊夫氏・岐阜、故遠藤 昭氏・大阪）がご逝去され我々もいよいよそんな歳になってきたんだなという

自覚が漂ってきましたが、今年は幸いにもそのような訃報はなく 15 名の仲間が集まりました。山田勝彦先生（31 回生）、

西谷源展先生（44 回生）をお誘いしましたが、山田先生のご都合がつかず西谷先生のみでの再会となりました。 

話題といえば他回生の皆さんと同様に年齢、体調、病気、子供孫、学生時代の思い出などで盛り上がりましたが、今

年でみんながとりあえず定年退職ということで、延長にて再雇用で残る者、他の所に再就職する者など第 2 の人生につ

いての話題でも盛り上がりました。 

2 次会はライトアップされた京都タワーを見上げながら居酒屋でまたワイワイ騒ぎました。 

そして人生の一区切りを過ぎたみんなの顔には少し寂しげな表情を含んだ達成感を漂わせ、またの再会を誓って京

の街へ、また家路へと散って行きました。 

西谷先生本当にありがとうございました。安井君、岸和田のだんじりグッズありがとう。 

 

参加者 

西谷源展先生、 伊井孝利、諌本慶春、岩元幸雄、駒井房富、高岡明、瀧 宏明、平賀 顕、藤沢隆雄 古川雅朗、 

森本 猛、八木雅彦、安井和人、藪下 勉、山口和也、橋 和明 

 

以上 
――――――――――――――――――――――― 

 ＊通巻222 号 2017 年1 月10 日発行（H28－No.4）より 


